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会報やまぐち 

山口県土地家屋調査士会 役員名簿
　任期　　令和元（2019）年５月～令和３（2021）年５月

役　　　　　　　職 氏　　　　　名 支 部

会　　　　　　　長　 杉 山 浩 志 岩国

副
会
長

担
　
当

総 務 大 來 博 康 山口

業務・社会事業 井 上 哲 也 岩国

財 務 ・ 広 報 乗 川 慎 二 周南

理
　
　
　
　
事

総
務
部

常 任 理 事 周 原　　　 稔 岩国
部　　　　　員 西 村 暢 夫 宇部

〃 米 原 太 一 下関
財
務
部

常 任 理 事 原 田 英 樹 山口
部　　　　　員 林　　　洋　子 周南

業
務
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・

社
会
事
業
部

常 任 理 事 大 下 竜 司 周南
部　　　　　員 小 原 秀 夫 岩国

〃 山 根 克 彦 山口
〃 中 川 秀 幸 下関

広
報
部

常 任 理 事 白 石 龍 二 宇部
部　　　　　員 吉 村 憲 和 防府
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境界問題解決支援センター
センター長（常任理事） 大 田 浩 治 下関

監
事
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員
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〃 松 田 光 則 防府
〃 本 光 誠 也 山口
〃 片　山　修一郎 萩
〃 高 野 一 夫 宇部
〃 藤 山 政 志 下関

顧　　　　　　　　　　　問
瀬 口 潤 二 宇部
西 本 聡 士 周南

役　　　　　　　職 氏　　　　　名 支 部

相　　談　　役
浦 井 義 明 岩国
戸 倉 茂 雄 周南
清 水 浩 二 下関

参　　　　　与
三 好 一 敏 萩
山 﨑 耕 右

オ
ン
ラ
イ
ン

登
記
申
請
促
進

委
員
会

委　　員　　長 渡 邉 英 雅 山口

委　　 　　 員 井 上 哲 也 岩国

山
林
地
図 

検
討
委
員
会

委　　員　　長 井 上 哲 也 岩国
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支 部 長 会 議 長 益 田 正 規 山口
支部長会副議長 山 﨑 義 文 下関
支 部 長 田 村 直 久 岩国

〃 曽 根 章 文 周南
〃 篠 田 智 昭 防府
〃 河 内 浩 己 萩
〃 若　林　　　功 宇部
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会長就任挨拶

　会　長　杉山　浩志

　この度、第72回山口県土地家屋調査士会の
定時総会において、会長に就任いたしました
杉山浩志でございます。
　会員の皆様におかれましては益々ご健勝の
こととお慶び申し上げます。
　さて、私も今回で３期、会長を務めさせて
いただくことになりますが、土地家屋調査士
制度を守り、発展させていくという使命は全
く変わることなく、むしろ私の中で進化し、
土地家屋調査士という資格の新たな可能性を
形にすることが加速しております。
　無論、そのためには、役員および会員の皆
様の熱いご協力は必要不可欠であり、関係各
所にもご理解をいただくことも必須でありま
す。

　幸いなことに、本年６月に「土地家屋調査
士法の一部を改正する法律」が可決され、新
たに使命規定として、「土地の筆界を明らか
にする業務の専門家である」ということがし
っかりと明文化されました。これにより、従
来の表示登記に関するものという枠組みか
ら、登記に関係しない「筆界確認」や「境界
紛争の解消」にも裏付けを持って取り組むこ
とが可能になりました。
　さらに、本年５月には「変則型登記」の解
消に向けた法律も成立し、所有者不明土地問
題に関し、法務局と共に、「所有者等探索委員」
として取り組むことが決まっております。

　国土というかけがえのないものを、これ以
上機能不全を起こさせることのないよう、土
地の専門家として、会員の皆様と共に、全力
で支援していければと思います。

　また本会では、本年４月に法務省のＡＤＲ
機関認証も平成最後の団体として受けること
が出来ました。今後は、弁護士会の協力をい
ただいて、境界紛争の奥にある、所有権や相
隣関係の問題の解決にも尽力し、その結果と
して境界紛争も解消できると考えております。
　弁護士との協働としては、「財産管理人支
援センター」においても、財産管理人や相談
員として不動産を利活用させるという、活躍
の場が我々に出来ておりますことも、土地家
屋調査士の新しい可能性が実を結ぶ一例であ
ると考えます。

　来年は土地家屋調査士制度制定70周年を迎
えます。
　これからも、我々土地家屋調査士は、国民
の皆様のニーズに応え、法務局、山口県弁護
士会をはじめとする関係各所のご協力もいた
だきながら、この制度を確固たるものとして
存続させ続けて参りますので、本会の運営に
際し、会員の皆様方のご理解とご協力を賜り
ますことをお願いし、私のご挨拶といたしま
す。
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副会長就任挨拶

　第72回定時総会におきまして、副会長に選
任されました山口支部の大來博康です。これ
まで、財務部長を１期２年、総務部長を１期
２年務めさせていただき、今期２年は、杉山
会長のもと、副会長として総務部を担当させ
ていただくことになりましたので、よろしく
お願いいたします。
　今期の総務部は、前期広報部長を務められ、
調査士業へ熱い思いをもたれている周原部長
を筆頭に、以前総務部理事の経験をお持ちの
米原理事、業務部からコンバートしていただ
いた西村理事と地域に偏りがなく、県下全域
をカバー出来る布陣となっていますが、何分、
調査士業界では若手に属する役員で構成され
ていますので、周原部長の経験を胸に、理事
の皆さんとひとつになって会務を行っていき
たいと思います。
　総務部の役割は、会則規則等の整備と苦情
相談等への対応が主となります。
会則規則等の整備は「要覧」について、平成
27年の改訂後、差し替え文書等は会員の皆さ
んへお送りしていますが、新しく“令和”と
なり、また、大臣認証を受けた「境界問題解

決支援センター規則」や「財産管理人支援セ
ンター規則」など新たな規則を盛り込んだ要
覧を作成するため見直しを行います。
　苦情相談等への対応については、会へ寄せ
られる様々な相談・苦情へ対応しています。
今年度は比較的少ない件数で推移していまし
たが、ここに来て苦情の連絡を受けることが
続いています。昨年の本部研修で総務部が担
当した「懲戒事例研修」にもありましたが、
依頼者・隣接者へあと少し、もうひと言説明
があればここまで問題にはならなかったと思
われる内容が大半と言えます。相談者と会員
双方の意見を十分に伺って対応しております
ので、総務部の会務についてご理解いただけ
ますようお願いいたします。
　近年職業倫理を厳しく問われるようになる
中、会員数の減少という問題も抱え、この先、
土地家屋調査士の進む道を見定める時期と感
じています。自分の役割をしっかり考え、山
口会の発展と制度の充実のため、微力ではあ
りますが、杉山会長を補佐し会務に邁進した
いと思いますので、ご支援とご協力のほどよ
ろしくお願いいたします。

　

副会長　大來　博康
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副会長就任挨拶

　令和元年度の定時総会に於きまして、前期
に引き続き副会長に選任されました、岩国支
部の井上哲也です。今期で副会長４期目とな
りますが、引き続き業務部と社会事業部を担
当する事となりました。
　両事業部とも研修会の企画、開催が主な事
業です。
　研修会の内容につきましては、１人でも多
くの参加者を期待し、試行錯誤を重ねながら
部会を開催し、企画をしておりますが、３割
～４割くらいの会員の方しか参加されていな
いのが現状です。
　以下の条文は、土地家屋調査士法です。

第25条
【研修】
１ ．調査士は、その所属する調査士会及び調

査士会連合会が実施する研修を受け、その
資質の向上を図るように努めなければなら
ない。

２ ．調査士は、その業務を行う地域における
土地の筆界を明らかにするための方法に関
する慣習その他の調査士の業務についての
知識を深めるよう努めなければならない。

　法律における「努力義務」とは、法律の条
文で、「～するよう努めなければならない」「～
努めるものとする」と規定されていますが、

「努力をすること」が義務付けられていると
いう事です。
　そして、研修は「個人の成長を促していく
為」に行います。これが研修の大きな目的で
す。そして、その組織に関与する個人の成長
は、組織の成長に繋がっていくという前提の
ものと思われます。つまり、研修を行うこと
によって、「個人と組織の成長」が促進され
るということです。
　又、登記業務は国の根幹事業として、原則
として全国一律で行われており、土地家屋調
査士が行う業務は、必然的にその取り扱いの
統一が求められています。が、業務を行う場
合には、当該不動産の物理的状況や歴史的背
景を把握し、地域の特性や慣習を考慮しなけ
ればならないわけであり統一自体が困難とな
ります。
　土地家屋調査士の制度自体が今後どの様に
なるか解らない時代です。会員一人ひとりが
様々な研修を受講され、レベルアップする事
が、この制度を守り抜く唯一の方法だと考え
ております。
　今期は、大下業務部・社会事業部兼任部長
を中心に小原部員、山根部員、中川部員と共
に、会員の皆さまのご指導、ご協力を頂きな
がら会務に取り組んでいきたいと考えており
ますので、研修会への積極的なご参加のほど
宜しくお願い致します。

　

副会長　井上　哲也
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副会長就任挨拶

　第72回定時総会におきまして、副会長に選
任されました周南支部の乗川慎二です。今ま
で総務部理事を１期２年、総務部長を２期４
年、総務担当副会長を１期２年務めさせてい
ただきましたが、今回は財務部、広報部を担
当させて頂く事になりました。私は財務部、
広報部は理事就任以来、初めてなので不安で
すが、財務部は前年に引き続き、非常に優秀
な原田財務部長が留任されましたので、心強
い限りですし、広報部は前年度まで業務部長
として活躍された白石理事が広報部長に就任
されましたので、今までにない広報活動をし
て頂けると思います。私が財務部、広報部の
足を引っ張らないように努力していきたいと
思います。
　財務部の主な事業としては予算の執行、予
算内容の検討がございます。会の資産を把握
し、あらゆる角度からの検証、検討を行い、
支出の削減に努め、スムーズな会運営が出来

るようにして行きたいと思います。併せて、
会館も築20年となりましたので、今後の運営、
維持管理についても検証、検討したいと思い
ます。
　広報部の主な事業としては会報やまぐちの
発行がございます。本会や支部の事業報告等
の情報を会員の皆様により分かりやすく伝達
したいと思いますし、会報のあり方等につい
ても検討したいと考えております。又、来年
は調査士制度制定70周年の節目となり、記念
誌の発行、記念事業等を検討している最中で
す。内容が決まり次第、会員の皆様にお伝え
したいと思いますので、その際はご支援、ご
協力の程、よろしくお願い致します。
　最後に、微力ではありますが杉山会長を補
佐し、会員の皆様のご指導ご協力を頂きなが
ら、少しでも会務の運営のお手伝いが出来れ
ばと考えておりますので、どうぞよろしくお
願い致します。

　

副会長　乗川　慎二
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第72回定時総会の報告
総務部長　周原　稔

　第72回山口県土地家屋調査士会の定時総会
が、山口地方法務局長をはじめ多くの来賓の
方々のご臨席を賜り、下記のとおり開催され
ました。
１．日時　　令和元年５月24日（金）
　　　　　　午前10時45分～午後４時30分
２．場所　　山口市湯田温泉三丁目５番８号
　　　　　　「湯田温泉ユウベルホテル松政」
３．出席者　168名（会員総数216名）
　　　　　　本人出席　　　66名
　　　　　　委任状出席　　102名
４．議案　　第１号議案
　　　　　　（１） 平成30年度一般会計収支

決算報告承認の件
　　　　　　（２） 平成30年度特別会計収支

決算報告承認の件
　　　　　　　　　上記の監査報告
　　　　　　第２号議案
　　　　　　　　　 令和元年度事業計画（案）

審議の件
　　　　　　第３号議案
　　　　　　（１） 令和元年度一般会計収支

予算（案）審議の件
　　　　　　（２） 令和元年度特別会計収支

予算（案）審議の件
　　　　　　第４号議案
　　　　　　　　　 役員改選の件
５．議事
　 　議長に益田正規会員（山口支部）、副議

長に岡村匠会員（萩支部）が就任し、議事
の進行を行なった。

　 　慎重審議の結果、第１号議案から第３号に
ついては執行部の提案通り承認可決された。

　 　第４号議案については、田村直久選挙管
理委員長より会長候補者として杉山浩志会
員（岩国支部）１名から届出があった旨の
報告があり、益田議長が表決による選挙を
行なった結果、挙手多数により杉山浩志会
員が会長に選任された。

　 　次に、西野誠二役員推薦委員長より副会
長候補者として井上哲也会員（岩国支部）、
乘川慎二会員（周南支部）、大來博康会員（山
口支部）の３名を推薦候補者とする旨の報
告があり、同議長が候補者毎に表決による
選挙を行なった結果、挙手多数により３名
が副会長に選任された。

　 　さらに、各支部より推薦された役員候補
者について採決を行なった結果、挙手多数
にて承認可決された。

　 　午後からの式典において、来賓の方々の
臨席のもと表彰式等が執り行われた。各受
賞された会員に対しお祝いを申し上げま
す。

　 　定時総会終了後、「境界問題解決支援セ
ンターやまぐち」認証取得記念講演会とし
て、ADRについて全国各地でご活躍され
ている静岡大学地域法実務実践センター特
任教授・弁護士の上原裕之先生を講師にお
招きし『ADRは裁判より深い』と題した
講演を開催し、全日程を終了した。

　 　以上にて第72回定時総会の報告とさせて
いただきます。

左より益田正規議長、岡村匠副議長
日調連からの旭日双光章受章の

記念品を贈呈される瀬口潤二顧問
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日調連総会
報告 日本土地家屋調査士会連合会　第76回定時総会の報告

副会長　乗川慎二
　令和元年６月18日（火）、19日（水）に日
本土地家屋調査士会連合会の第76回定時総会
が東京ドームホテルにて開催された。山口会
からは杉山会長、戸倉連合会副会長含め総勢
７名が総会に出席し、山口会の代議員として
杉山会長、井上副会長が出席された。今回は
山口会会員の出番が多く、戸倉連合会副会長
は執行部として、杉山会長は総会の議長とし
て、大來副会長は選挙管理委員として活躍さ
れた。
　初めに法務大臣表彰授与式、連合会長表彰
授与式が行われ、急遽出席して頂いた山下法
務大臣から法務省の近況や土地家屋調査士に
関する法改正について挨拶された。
　その後、議事が開始された。

１．議案　　第１号議案
　　　　　　　（イ） 平成30年度一般会計収入

支出決算報告承認の件
　　　　　　　（ロ） 平成30年度特別会計収入

支出決算報告承認の件
　　　　　　第２号議案
　　　　　　　　　役員改選の件
　　　　　　第３号議案
　　　　　　　　　 日本土地家屋調査士会連

合会会則の一部改正（案）
審議の件

　　　　　　第４号議案
　　　　　　　　　 令和元年度事業計画（案）

審議の件
　　　　　　第５号議案
　　　　　　　（イ） 令和元年度一般会計収入

支出予算（案）審議の件

　　　（ロ） 令和元年度特別会計収入支出予
算（案）審議の件

　第１号議案、第３号議案から第５号議案に
ついては、執行部の提案通りに承認可決され
た。
　第２号議案の役員改選の件では、会長立候
補者が３名、副会長立候補者が４名おられ、
まずは会長立候補者の選挙が行われた。当選
の条件は代議員数の過半数票を獲得しなけれ
ばならないが、１回目では過半数を獲得出来
なかったので、獲得票数上位２名の候補者２
名で２回目の会長選挙が実施された。結果、
東京会所属の國吉会員が連合会会長に選任さ
れた。副会長選挙は会長選挙の結果によって、
当選者の員数が変更される可能性があった
が、國吉会員が当選した事により、副会長立
候補者４名全てが選任される結果となった。
　19日（水）の議長に杉山会長が就任され、
総会の議事を進行された。特に19日は第２号
議案の役員改選の件については、当選者によ
っては数多くのパターンが想定されるので、
前日より執行部と長時間に渡り協議され、総
会に望まれたとお聞きした。時間的な問題も
懸念されたが、議事進行を調整され予定時間
に無事終了された。本総会運営、進行に対す
るご苦労、ご心痛が大変であったと思われる。
杉山会長、お疲れさまでした。
　又、戸倉連合会副会長におかれては、５期
10年に渡り連合会に出席され、財務部長、研
修部長、業務部長、そして副会長を歴任され
た。今回、副会長を退任されたが、公私とも
御多忙の中、長きに渡り東京を何往復もされ、
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山口会及び中国ブロックの代表として連合会
とのパイプ役としてご尽力された。本当に頭
が下がる思いであるし、感謝の気持ちでいっ
ぱいです。戸倉会員、本当にお疲れさまでし
た。
　更に、大來副会長におかれては、中国ブロ
ックの代表として連合会選挙管理委員に出席

され、例年にない複雑な選挙方法に対し、対
応、対策に追われておられたが、見事に職務
を全うされ、問題なく選挙を終える事が出来
た。大來副会長、お疲れさまでした。
　山口会会員の活躍もあり、無事総会は終了
した。
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日本土地家屋調査士会連合会中国ブロック協議会の定例総会の報告
財務部長　原田英樹

　第62回日本土地家屋調査士会連合会中国ブ
ロック協議会の定例総会が、島根県松江市に
おいて島根会の引き受けにより下記のとおり
開催されました。
　山口会から役員として乗川慎二副会長（中
国ブロック協議会事務局長）、大來博康副会
長（同会計）、西本聡士顧問（同相談役）、代
議員として周原稔総務部長、原田英樹財務部
長、大下竜司業務部長、大田浩治センター長、
オブザーバーとして井上哲也副会長、米原太
一理事、山根克彦理事、加えて表彰を受けら
れる百合野優会員が出席しました。

１．日　時　令和元年６月28日（金）
　　　　　　議事及びセレモニー（表彰式等）
　　　　　　令和元年６月29日（土）
　　　　　　分科会及び全体会議
２．会　場　 「サンラポーむらくも」（島根県

松江市殿町369番地）
３．議　事　
　　第１号議案　平成30年度事業・会務報告
　　第２号議案　 平成30年度収支決算報告書

承認の件及び監査報告
　　 　以上の議案の報告、監査報告が為され

た後、以上２案は賛成多数にて承認可決
された。

　　第３号議案　 令和元年度事業計画（案）
審議の件

　　　①　 各単位会及び連合会・各ブロック
協議会との情報交換

　　　②　ブロック担当者会議の開催
　　　　 調測要領改訂に伴う研修会の実施、

制定70周年事業に係る会議開催

　　　③　オンライン登記申請の促進
　　　④　ＡＤＲ特別研修への対応
　　第４号議案　 令和元年度収支予算（案）

審議の件
　　 　以上の議案の説明後、以上２案は賛成

多数にて承認可決された。
　　第５号議案　 日本土地家屋調査士会連合

会中国ブロック協議会会則
の一部改正の件

　 　 　上記議案の説明（守秘義務の新設等）
が行われ、賛成多数にて承認可決された。

　　第６号議案　役員改選の件
　　　 　中国ブロック協議会の会長に、松林

勉広島会会長が選出された。
　 　 　以上、滞りなく議事が終了したことを

ご報告いたします。

４．セレモニー（表彰式等）
　議事終了後、広島法務局民事行政部長　富
澤清治様、日調連副会長　野中和香成様をは
じめ多くのご来賓の方々のご臨席を賜り盛大
にセレモニーが行われました。
　中国ブロック協議会副会長あいさつのあ
と、広島法務局局長表彰・中国ブロック協議
会会長表彰が行われました。山口会からの受
賞者は次のとおりです。

　 広島法務局局長表彰受賞者（表彰規程第２
条第２号）

　　百合野優会員・髙杉千河生会員
　 中国ブロック協議会会長表彰受賞者（表彰

規程第４条第２号）
　　大田浩治会員

中国ブロック
総会報告
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　 中国ブロック協議会会長表彰受賞者（表彰
規程第４条第３号）

　　 田村求会員・若林功会員・松永秀治会員・
濵田美智子会員・大田浩会員・岡村匠会
員

　広島法務局局長表彰を受賞された百合野優
会員が受賞者を代表して心温まる謝辞を述べ
られました。

５．分科会及び全体会議
　令和元年６月29日 （土）担当者会同が行わ
れました。
　各部毎に各単位会からの議題について協議
し、全体会議において各部会の協議内容の発
表を行ない盛会のうちに全日程を終了しまし
た。

　

中ブロ会長表彰を授与される大田浩治会員

祝辞を述べられる広島法務局民事行政部長
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令和元年度
支部総会報告 岩国支部定時総会報告　　　　

岩国支部支部長　田村直久

周南支部定時総会報告　　　　
周南支部理事　西田泰則

　平成31年４月26日（金）午後２時より、柳
井市アクティブやないにて岩国支部定時総会
が会員数37名の内、20名の出席（委任状出席
17名）で開催されました。
　来賓である杉山会長より祝辞を頂き、開会
に先立って、昨年逝去された故・渋瀬清治、
林山正人会員の黙祷を行いました。渋瀬会員
は、14条地図備付地区である岩国支部におい
て、業務に精励され、支部研修会にて、ご自
分の経験、考えを惜しげもなく、すべて教え
て頂きました。長年のご指導、ご厚情に感謝
するとともに、69歳でのご他界は、残念でな
りません。
　引き続き、永田裕之、立山良祐新入会員の
紹介後、尾崎会員を議長に選任し、議事に入
り、平成30年度事業報告・収支決算報告承認
の件、令和元年度事業計画（案）収支予算（案）
承認の件、役員改選（案）承認の件等、各議

題とも問題なく承認され閉会した。
　「土地家屋調査士の業務内容の変化に対応
できるよう、知識、技術の向上を図るため、
研修会を開催し、参加することで、会員同士
の親睦と融和を保ち、楽しく面白い岩国支部
を創生する」を令和元年度の事業目標とし頑
張ります。
　総会終了後、恒例の研修会を行いました。
その後、懇親会のため会場を移し、午後６時
より９時迄、大いに飲み、語り、岩国支部定
時総会を終了しました。

　新天皇御即位と改元の慶祝ムードいまだ冷
めやらぬ令和元年５月７日（火）、ホテルサ
ンルート徳山において、周南支部定時総会が
開催されました。
　山口地方法務局周南支局から井上貴之支局
長、山重基晴統括登記官、濱本一夫表示登記
専門官各氏のご臨席を賜り、杉山本会会長も
来席。それぞれ支部への祝辞と関連談話を頂
戴した他、政連会長をはじめ関係各所からも
多数の祝辞が寄せられました。
　本年度の受彰者は、山口地方法務局長表彰
を受けた曽根章文支部長のただおひとり。改
元に符節を合わせて忘れっこないから、思い
出にとってはこれ以上の僥倖はありません。
　来賓退場の後、総会は議長を選して速やか
に議事に入り、各議題粛々と進行採決されて

事もなく終了しました。役員が少し入れ替わ
っただけで、ほぼ例年どおりでした。
　夕刻より、恒例の司調合同親睦会に移り、
来賓出席者を交えて各席談笑のひと時をもち
ました。
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防府支部定時総会報告
防府支部支部長　篠田智昭

　防府支部では、平成31年４月20日（土）午
後６時より割烹なか谷において、定時総会を
開催しました。会員総数16名中出席13名、委
任状出席３名。前田支部長の挨拶で始まり、
来賓の杉山会長よりご祝辞を頂きました。

　議長には石田浩三会員が選任されました。
　議事の内容は以下の通りです。
　（１） 平成30年度事業報告並びに収支決算

承認の件
　　　　 大田会員より支部研修の内容や回数

について意見
　　　　 また松田会員より相談会の回数や広

告について意見
　　　　阿部監事より監査報告
　　　　挙手多数により承認
　（２） 令和元年度事業計画並びに収支予算

案承認の件
　　　　 サポーター制度終了に伴い、予算削

減の説明
　　　　 大田会員より実務に役立つ研修の企

画をするよう意見
　　　　挙手多数により承認
　（３） 令和元年度・令和２年度支部等役員

選出の件

　　　　挙手多数により承認

　以上全て承認され令和元年度防府支部定時
総会が終了しました。

」

　その後の懇親会では杉山会長と防府支部各
会員が、研修や実務について意見交換をする
など和やかに行われ、本日の全ての行事が終
了しました。
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山口支部定時総会報告　　　　
山口支部副支部長　椙山　実

日　時：令和元年５月10日（金）　
　　　　17時30分から
場　所：  山口市湯田温泉五丁目５番22号
　　　　 サンフレッシュ山口・山口勤労者総

合福祉センター
出席者　20名（本人15名、委任状５名）
　　　　会員総数　28名
　新しい元号令和になって初めての山口支部
総会が開催されました。
　大森理事の司会により、総会は進められて
行きました。
　開会の辞では、澤田副支部長の「只今より、
平成元年度・・・」の一声で、会場は一気に
和やかな雰囲気となり、皆さんの活発な議論
に繋がりました。
　支部長挨拶では、益田支部長より、在任２
年の振り返りと、自己の方針の一つとして「支
部の皆さんどなたでも支部長、副支部長、役
員が出来るような人材作り・育成が出来れば
良いなあ｣というお考えを述べられました。
　また、来賓にお迎えした杉山会長から祝辞
をいただきました。その中で土地家屋調査士
法の一部改正（案）について触れられ、「今、
制度や法律が急激に変わっていく中で、土地
家屋調査士制度を今の社会環境にマッチさせ、

進化させることが出来るかどうかは我々にか
かっている。」というお話をいただきました。
　議事については、当日会場でのいきなりの
お願いで議長を引き受けてくださった原田会
員によって進められました。
議案第１号「 平成30年度事業報告並びに収支

決算監査報告及び承認の件」
議案第２号「 山口県土地家屋調査士山口支部

会員選任の件」
議案第３号「 山口県土地家屋調査士会本部役

員選任の件」
議案第４号「 令和元年度事業計画（案）並び

に収支予算（案）の承認の件」
　以上の議案につき審議され、全員の承認を
得ました。
　これにより、山口支部定時総会は平穏無事
に閉会を迎えました。
　総会後には、湯田温泉の居酒屋にて、親睦
会を開催し、会員の交流を深めることができ
ました。

萩支部定時総会報告
萩支部前支部長　岡村　匠

　令和元年５月10日（金）午後４時より、湯
本温泉「大谷山荘」において、支部会員９名
が全員出席して支部総会を開催しました。
　支部長挨拶に引き続き、来賓にお迎えした
杉山会長より祝辞をいただきました。
　会員表彰においては、三好一敏会員の法務
大臣表彰の受賞が報告されました。
　表彰式に続いて、下記議案を審議し、原案
どおり承認可決されました。
　第１号議案　 平成30年度事業報告、収支決

算報告承認の件
　第２号議案　 令和元年度事業計画（案）、

収支予算（案）承認の件
　第３号議案　役員改選の件

　役員改選が行われ、支部長と副支部長が改
選されました。
　総会終了後、例年どおり司法書士会萩支部
との合同懇親会を開催しました。
　私事ではありま
すが、４年間支部
長をさせていただ
き、自主支部長会、
親睦会等で他の支
部長の方々には大
変お世話になりま
した。ありがとう
ございました。
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宇部支部定時総会報告　　　　
宇部支部企画委員　村田　淳

　第72回宇部支部定時総会が、令和元年５月
17日（金）午後２時30分よりＡＮＡクラウン
プラザホテル宇部にて出席会員35名（総会員
数37名、本人出席20名、委任状出席　15名）
で開催されました。
　支部慶弔規定よる表彰式の後、来賓の山口
地方法務局宇部支局宇野秀穂支局長及び杉山
浩志会長より祝辞を賜りました。
　総会は、西村暢夫会員の司会で議事が進行
し、まず、議長に白石龍二会員が選出され、
続いて下記の各議案について審議がなされま
した。

記
第１号議案　 平成30年度事業報告及び収支決

算報告承認の件
第２号議案　 令和元年度事業計画案及び収支

予算案承認の件
第３号議案　役員改選の件

　第１号議案については、質疑はなく即時承
認可決されました。
　第２号議案については「今年度の事業計画
について具体的に決まっているものはある
か」との質疑に対し、
・ 無料相談会、出前事業は定例のことなので、

極力例年どおり実施する。
・ 研修会は次期執行部で決めることではある

が、おそらく２回程度行う予定。
・ 関連官庁との協議会は、６月に法務局登記

部門と協議会をする予定で、結果は後日各
会員に報告する。

・ 各種相談会への派遣は、宅建協会の研修会
や士業ネットワークの相談会が宇部であれ

ば、会員を派遣することになる。
・ 今年度当支部が受け持つ本部主催の親睦行

事は、10月に開催を予定している。
以上の回答がなされ、議決されました。
　第３号議案については、本部及び支部役員
の任期満了による改選時期にあたり、審議の
結果、本部役員は全員重任、支部役員は支部
長に若林功会員が就任、藤井明彦幹事（重任）
以外の役員を改任する議案が可決されまし
た。
　最後に、次期支部長より「親睦行事は支部
会員が一丸となって会を運営し、盛り上げま
しょう」との発言があり、終始和やかな雰囲
気の中、総会は散会となりました。
　総会の後には昨年と同様、司法書士会宇部
支部との合同懇親会が同ホテル内で行われま
した。

総会の様子が宇部日報に掲載されました
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　令和元年５月11日（土）午後４時より、下
関市赤間町の東京第一ホテル下関にて本年の
下関支部定時総会が開催されました。八田廣
支部長の挨拶に始まり、杉山浩志会長よりご
挨拶をいただいた後、山崎義文副支部長が議
長に選任されて議事に入りました。
　議事の内容については以下のとおりです。

　第１号議案　 平成30年度事業報告・収支決
算報告承認の件

　第２号議案　 令和元年度事業計画案・収支
予算案承認の件

　第３号議案　 役員任期満了による改選の件

　第１号議案では、平成30年度事業報告とし
て２回開催されました支部研修会及び、ＰＲ
活動の登記無料相談会と、山口県立下関工科
高等学校建設工学科２年土木コースの生徒に
対する測量外業実習サポートの実施報告と、
平成30年度収支決算報告及び、監査報告が発
表され、承認されました。

　第２号議案では、百合野崇企画担当理事よ
り令和元年度企画事業計画案について説明が
され、ＰＲ活動の登記無料相談会と、昨年と
同じく山口県立下関工科高等学校建設工学科
２年土木コースの生徒に対する測量外業実習
サポートを行う旨と、６月と８月に行われま
す同高校への高校生ものづくりコンテスト中
国地区大会測量部門審判員としての参加、令
和元年度収支予算案が発表され、承認されま
した。
　第３号議案では、役員選任委員会の宮崎幸
三委員長より新役員の腹案が議場にて提示さ
れ、説明の後、提案どおり本部理事　米原太
一、同　中川秀幸、綱紀委員　宮崎幸三、予
備綱紀委員　藤山政志、支部長　山﨑義文、
副支部長　星本武志、同　八田廣、理事　山
田篤志、同　福田真也、同 百合野崇、同 中
村将二、同　半野義隆、監事 太田浩治、同 
楠木梨絵が選任されました。
　簡単ではございますが、以上で令和元年度
の下関支部定時総会の報告と致します。

　

下関支部定時総会報告　　　　
下関支部副支部長　星本武志



16

No.132− 2019.9

支部だより 令和元年度　岩国支部第１回研修報告
岩国支部支部長　田村直久

日　　時　　平成31年４月26日（金）
　　　　　　 午後２時30分より午後５時30分

まで
場　　所　　柳井市柳井3718番地16
　　　　　　アクティブ柳井
研修内容　　１． 午後２時30分より午後３時

50分まで
　　　　　　　　消費税引き上げについて
　　　　　　２． 午後４時00分より午後５時

30分まで
　　　　　　　　 日常業務の中での、疑問点、

問題点の協議
参 加 者　　支部会員　37名中19名

　岩国支部は毎年、定時総会の後、研修会を
行っております。今年も総会を午後２時30分
に終了し、岩国税務署、上席国税調査官・徳
本芳正氏を講師に迎え、令和元年10月１日か

らの消費税引き上げについて、
　　１．軽減税率制度とは何か？
　　１． 軽減税率の対象品目となる品目は何か？
　　１． 日々の業務で対応が必要となることは？
を題目として講演をして頂きました。私達の業
務は、小売業ではないため軽減税率制度は、影
響等ないと思われますが、日々の生活において
役立つ話でした。国税庁作成のパンフレットを
持参され、時間のない中、丁寧かつ解り易い講
義をして頂きありがとうございました。
　午後４時より、前もって日々の業務の問題
点等を提出し、全員で協議する岩国支部恒例
の研修を行いました。毎回のことですが多く
の意見が飛び交いましたが時間不足により尻
切れトンボの状態で終了しました。
　支部長として反省するとともに、会員の皆
さんには、次回は十分な時間を設け、余裕の
ある研修会を実施することを約束しました。
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　令和元年６月４日（火）午後３時から、山
口地方法務局周南支局３階会議室において、
本年度第一回支部研修会が開催された。これ
に先立って、周南支局との協議会があったの
で、内容の一部摘要と併せてご報告します。

　支部研修会（山口地方法務局周南支局濱本
表示登記専門官）
　・筆界特定制度の概要

　周南支局との協議内容摘要
　　１ 　地方税法に基づく通知は、６月１日

より不要となったこと。
　　２ 　申請情報中登記原因日付の記載は、

「元年」ではなく「１年」とすること。
　　３ 　建物の所有権証明について、上申書

はあくまで最終手段と理解されたきこ
と。

　　４ 　実地調査において、毎月１回程度、

無作為抽出で機器検測を実施すること。
　　５ 　現地と齟齬する既存地積測量図であ

っても、創設筆界部分は尊重すべきこ
と。

　　６ 　県から市町村に移管された森林簿の
閲覧取扱についての情報提供を求む。

　　７ 　黒岩団地（地図混乱地域）は、内部
協議停滞中であり、今後方向付けを図
りたい。

　　８　その他

　筆界特定制度は、紛争等によって事実上登
記申請ができない場合の数少ない解決手段の
ひとつなので、利用できればと思うことはあ
る。しかし積極的に勧められるケースになか
なか遭遇しない。手続きの方法など聞かれて
も、さっと答えられるかどうか少々怪しいの
で、今回の濱本講師のお話は、制度概要と手
続きの流れが分かってとてもよかった。

　

支部研修会及び山口地方法務局周南支局との協議会報告
周南支部理事　西田泰則
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高校生ものづくりコンテスト（測量部門）
山口県大会・中国大会への審判員として参加の報告

下関支部支部長　山﨑義文
　今年６月22日（土）、８月２日（金）に山口県立下関工科高等学校を開催地とした、第19回高
校生ものづくりコンテスト（測量部門）が行われ、そのコンテストに測量部門の審判員として
参加致しました。コンテスト日時、審判員として参加した調査士会員は以下のとおりです。

【第19回高校生ものづくりコンテスト（測量部門）】
・山口県大会　令和元年６月22日（土）９：00～13：30
　大会会場　山口県立下関工科高等学校
　（参加者）山﨑義文会員・八田廣会員・米原太一会員・星本武志会員・山田篤志会員
　　　　　　半野義隆会員・百合野崇会員・中藤敏志会員・中川秀幸会員・清水皓太会員

・中国大会　令和元年８月２日（金）９：00～13：30
　大会会場　山口県立下関工科高等学校
　（参加者）山﨑義文会員・八田廣会員・米原太一会員・星本武志会員・山田篤志会員
　　　　　　半野義隆会員・百合野崇会員・中藤敏志会員・中川秀幸会員・清水皓太会員

　コンテスト（測量部門）の概要は、初めに外業競技として例年行っております同校での測量
実習サポートの要領と同じく、五角形に選点された基準点について、閉合多角測量を行い、そ
の後、内業競技として、閉合多角測量の計算及び精度確認を行うものでありました。私たち調
査士は、外業競技の審判員として採点を行い、内業競技は各校の先生方が採点を行いました。参
加校は５校で、私たち10名の外業審判員の内５名は各測点常駐の審判員として、後の５名の審
判員は各校のトータルステーション専属の審判員として携わりました。また、コンテスト当日
に向けて生徒が行う測量練習にも参加して、審判員としての要領を把握しました。
　このコンテスト（測量部門）の山口県大会では、下関工科高等学校建設工学科土木コース３
名の生徒を始めとして、岩国工業高等学校、萩商工高等学校、徳山商工高等学校、徳山工業高
等専門学校（参考記録）が参加しました。この徳山工業高等専門学校を除いた４校の中で、成
績が１位の高校だけが中国大会に出場できるのですが、毎年広報活動として測量実習サポート
を行っております、下関工科高等学校の生徒が優勝し、中国大会に出場しました。中国大会では、
中国５県の各優勝高校が出場しましたが、下関工科高等学校の成績は惜しくも２位の準優勝で、
残念ながら全国大会には出場できませんでした。
　具体的な外業競技の採点方法は、以下のとおりです。
１　【競技時間採点】採点基準１（100点）
　　・競技委員長の開始の合図で競技開始する
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　　・ 各チームの競技終了は、全ての観測が終わり、開始位置にチーム全員が使用器械器具を
持って集合し、トータルステーション審判員に野帳を提出した時刻で終了する

２　【外業の取り組み】採点基準２　（150点）
　　①　据え付けは必ず一人で行い、三脚の石突きを体重をかけて十分に踏み込んでいる
　　②　観測手は三脚の脚を跨いで測定していない
　　③　 トータルステーションを運ぶ際、三脚を閉じた状態で、器械の頭部を前にして、両腕

でかかえて運んでいる
　　　　 プリズム設置役の選手がミニプリズム用三脚にミニプリズム等を取り付けたままの移

動は可とするが、ミニプリズムを落下させないように三脚とプリズムそれぞれをどち
らかの手で持ち、ていねいに扱っている

　　④　背伸びをせずに視準をしている
　　⑤　選手はいずれの役割時においても移動時に走っていない　　　　　
　　⑥　視準を含め他のチーム競技の妨げになる行為はない
　　　　（例）他のチームの測点にＴＳ又は、ミニプリズムを据えた
　　　　　　　他のチームの三脚又は、ミニプリズムを持つていった　　　　　　　
３　【審議に値するような内容があった場合（疑いがある動き）】（減点）
　　（例）　①器械・器具類の扱いが悪い（三脚の脚を蹴って据え付けるなど）　　　　　　
　　　　　②測角・測距後のすみやかなデータの記載がない
　　　　　③野帳の観測結果欄以外に記入している
　　　　　④方位角測定時に測線AB、測線AEの測距をした
　　　　　⑤場外からのアドバイスがあった
　　　　　⑥その他　立ち入り禁止範囲に立ち入った
　　　　　　　　　　大声でのやりとりをしていないか
　　
　上記の審判員採点要領を渡されたのですが、各採点項目でどの程度の競技行為なら減点にし
なくてもよいか、という問題が出ました。そこで、私たち審判員で話し合い、採点基準２①の
三脚の石突きを体重をかけて十分に踏み込んでいるかでは、片足は地面についているが、石突
き自体は十分に踏み込んでいる場合はよい、採点基準２②の観測手は三脚の脚を跨いで測定し
ていないかでは、観測中一瞬三脚を跨いだが、その後選手が気づいた場合はよい、採点基準２
③のトータルステーションを運ぶ際、三脚を閉じた状態で、器械の頭部を前にして、両腕でか
かえて運んでいるかでは、担いで運んでいなかったらよいなど、審判員採点要領の資料には書
いていない詳細な部分は、統一致しました。
　続いて、外業競技の要領は以下のとおりです。
　　①　 外業の開始前に野帳を受け取り、必要事項を記入後にチーム全員３名が使用器械器具

を持って競技場内の開始位置に付き、競技開始の合図を待つ。競技委員の合図をもっ
て外業競技の開始とする。

　　②　 トラバースの方位角測定は、Ａ点に器械を据え付け、あらかじめ打たれたＮ点を仮の
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磁北とみなし測線ＡＢまでの右回りの角とする。また、各チームが競技中にピンポー
ルを立てて観測する。

　　③　 外業は選手が以下の手順で必ず交代する。選手Ⅰが、第一方位角とＡ点における器械
の据え付けと測角・測距、選手Ⅱが、Ａ点からの器械の移動とＢ点とＣ点における器
械の移動、据え付けと測角・測距、選手Ⅲが、Ｃ点からの器械の移動とＤ点とＥ点に
おける器械の移動、据え付け測角・測距を順に行う。

　　④　測距は、光波により各測線とも必ず４回測定し、各測角時に行うものとする。
　　⑤　角観測は、単測法で正反一対回とし、トラバースの内角を測定する。
　　⑥　 観測はＡ点→Ｂ点→Ｃ点→Ｄ点→Ｅ点と左回りに測定する。この測定の順番を変えて

はならない。ただし、再測が必要な場合はすべての点の測定が終わってから、必要と
する測点で測定してよい。その場合、選手ⅠがＥ点からの器械の移動、据え付けと測角・
測距をする。

　　⑦　 すべての観測が終わり、開始位置にチーム全員が使用器械器具を持って集合し、競技
委員に野帳を提出した時刻を外業競技の終了時刻とする。

 

　最後に、この度の測量コンテストでの審判員として参加する機会を用意してくださいました
下関工科高等学校の先生方、多くの貴重な時間をいただいて審判員として参加してくださいま
した下関支部の会員の皆様に深く感謝を申し上げ、報告と致します。
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岩国支部　立山良祐
　先日、土地家屋調査士としての心構えや最
低限の基礎知識を習得すべく、新人研修に参
加して参りました。今年度は中央実施型とい
うことで全国から総勢350名弱の新人が東京
の地に集まり、６月１日から３日間というス
ケジュールで行われました。研修では調査士
制度の成り立ちから始まり、会員心得、職責
と倫理、調測要領、報酬、筆界と所有権界、
ＡＤＲ、規制関連法、民事責任など多岐に渡
る内容で、ついていくのに必死でしたが、自
分の中で少しではありますが調査士としての
心構えや考え方が身に付いたように思いま
す。𣘺立二作先生の講演では建物単体で登記
の可否を判断するのではなく、周辺建物との
関連性や用途性を複合的に観察して判断する
ことの必要性、鈴木修先生の講演では適正な
報酬額の考え方や報酬額に対する根拠を持
ち、それをお客様のためにも自分のためにも
真摯にご説明していくことの大切さ、花宮賢
二先生の講演では戸籍の成り立ちから難解な
戸籍の紐解き方など本当に数多くのことを学
ばせていただきました。寶金敏明先生の講演
では「境界のお医者さま」でなければならな
いとのお言葉が、これから調査士として生き
ていこうとする自分の指針になりました。最
後にこの研修を開催するにあたってご尽力さ
れた役員の方々に御礼申し上げたいと思いま
す。初の中央実施型ということで長い期間、
我々新人のために貴重なお時間を割いていた

だいたと伺いました。この新人研修を糧にこ
れからの調査士人生を歩んでいきたいと思い
ます。ありがとうございました。

周南支部　山田大貴
　令和元年６月１日～３日に調査士初の全国
新人研修に参加させていただきました。
　日本全国から約350名の調査士試験を合格
された方が同じ場所に集まるということで、
妙な緊張感がありました。
　会場に到着し、集まった人を見渡すと、新
人というワードが似合わない方々が多数いら
っしゃいました。（聞くと平均年齢40歳とい
うことで納得。）
　山口県会からは下関の阿部先生、清水先生、
柳井の立山先生と私の４人が出席しており、
他の会より圧倒的若さを誇っていたと思いま
す。
　講義の内容は法令や実務、倫理等多岐にわ
たり、内容についても非常に濃いものでした。
３日間で365ページにわたるテキストを学習
したのですが、今後の業務にも非常に役立つ
ものだと思いますので、大事に保管しておき
たいと思います。
　また専門家としての心得として、法務局に
対し安易に相談に行かないこと、相談に行く
場合には、専門家として答えをもって相談に
行くこと、そのためには常に勉強していかな
ければならないと改めて自覚させられまし
た。この度の研修を忘れず、実務に活かして

新人研修会
受講報告

　今年度より、これまで中国ブロック協議会で行っていた新人研修会を日調連の主催により、中央研修という
形で行うこととなりました。
　東京都調布市で開催されたこの研修会に、山口会からは４名の会員が参加されました。感想を寄せてくださ
ったので、ご紹介いたします。
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日々精進していきたいと思います。
　最後に今回の新人研修会実施にあたり、連
合会をはじめ、講師のみなさま、実行委員の
みなさまにはお忙しい中私たちのために貴重
な時間を割いて、綿密な準備をしていいただ
きましたことを心より感謝申し上げます。

下関支部　阿部隆昌
　令和元年６月１日から６月３日までの３日
間の日程で新人研修会が東京都にて実施され
ました。今回は全国から新人研修受講者を集
めた研修会ということもあり、講師も全国で
活躍する先輩調査士の講義を受講でき、大変
有意義な研修となりました。
　私自身は開業してから今年で４年目です
が、研修会の開催日程との調整ができず、今
年の参加となってしまいました。今回の研修
では、初心に戻って土地家屋調査士業務につ
いてたくさんのことを学びました。
　３日間すべての講義が濃密な内容でした
が、特に印象深かったのは、宮城会の鈴木修
先生の講義でした。「報酬と運用」という内
容で講義をしていただいたのですが、その講
義の中で鈴木先生は「勉強をしなさい」と、
何度も、その言葉が出てきました。自分の事
務所を何十年と経営したいなら、少しでも儲
けたいなら、しっかりと勉強しなさいと教え
ていただきました。実際、鈴木先生も調査士
登録してからも勉強に励み、難しい案件をた
くさん受注してきたとのことでした。
　私もこれからは、どんな案件が来てもいい
ように、表示の登記の専門家として恥ずかし
くもないように、勉強をし、そして今回で学
んだことを日々の業務に活かしたいと思いま
す。
　最後になりましたが、お忙しいなか、今回

の研修会を開催するにあたってご尽力された
皆様方に対して、深くお礼申し上げます。あ
りがとうございました。

下関支部　清水皓太
　６月１日から６月３日までの３日間、東京
都調布市にあるNTT中央研修センタにて開
催された『令和元年度土地家屋調査士新人研
修』に参加させて頂きました。
　参加者は全国津々浦々、様々な都道府県か
ら、年代も実務経験歴も違う方々で、中には
司法書士としてすでに開業されている方や、
調査士の資格は取得していたが、約10年間も
補助者として実務をされていたという方まで
おられました。
　３日間びっしりと行われた講義は各調査士
会の方々だけではなく弁護士の先生や元最高
裁長官でおられた寺田逸郎氏らの錚々たる講
師陣による多岐にわたるものでした。
　その中でも特に印象深かった講義は、宮城
会の鈴木修先生による報酬の運用の講義で、
報酬の設定基準はどの様に考えていくべきか
というような今後の業務及び事務所経営に密
接に関係してくるであろう、報酬論を学ぶこ
とが出来ました。
　今回の研修において、様々な講義を受けま
したが、どの講義においても私が講義を聞か
なくても理解できていると思えた講義は一つ
もありませんでした。調査士として学ぶべき
事の多さをしっかりと受け止めながら、今後
開催される研修や各種の勉強会に積極的に参
加していこうと思います。
　最後に、ご多忙であろう中、研修会を担当
された皆様、並びに、各講師や関係者の皆様
に深くお礼申し上げます。本当にありがとう
ございました。
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「杭の日」無料相談会の報告

日時 場所 件数

９月２日（月）　　
　10：00 ～ 15：00

山口地方法務局周南支局　３階会議室
周南市周陽二丁目８－ 33

６

９月１日（日）　　
　９：00 ～ 15：00

サンライフ防府
防府市八王子二丁目８番９号

４

９月２日（月）　　
　９：00 ～ 15：00

山口県土地家屋調査士会館 
　　１階ロビー
山口市惣太夫町２番２号

０

９月１日（日）　　
　10：00 ～ 15：00

フジグラン宇部　
　　１階　ドコモショップ向かい
宇部市明神町３－１－１

８

９月２日（月）　　
　９：00 ～ 15：00

下関市役所 本庁舎新館　１階ロビー
下関市南部町１番１号

３

合計 21

「杭の日」無料相談会　開催場所・件数
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周南会場
周南支部理事　西田泰則

日　　時　令和元年９月２日　月曜日
　　　　　午前10時～午後３時
場　　所　山口地方法務局周南支局
　　　　　３階会議室
相談者　　６件（午前６件、午後０件）

相談内容
１　前面の共有道路に自己名義がない。
　 【回答】　共有者の一人に持分の一部を譲っ

てもらうよう頼んでみてはどうか。
２ 　自宅敷地の一部に農地があるが、敷地全

体を一筆にまとめることができるか？ 
　 【回答】　地目を異にする複数の土地は原則

として合併できないので、当該農地を事前
に地目変更することになる。

３ 　ブロック塀の傘や屋根の軒先直下を境と
する意味は分かるが、その位置を、建物の
外壁面ではなく基礎外面からの距離で表示
しているのは何故か？ 

　 【回答】　地物を距離の基準とする場合、一
般的に建物外壁より基礎の方がより堅固だ
からである。

４　遠方在住で所有地の隣接関係もよく承知

しないが、人伝に筆界特定が良いと聞いた。
　 【回答】　まず境界等の立ち会いを考えるべ

きと回答するも、徳山駅近傍の調査士を知
りたいとのこと故、支部会員の名簿を渡し
た。

５ 、６　登記と本質的に関係のない隣人の悪
口や世間話で、記録に値せず。

　【回答】　笑顔で相槌対応。

　お天気である。幟はためく支局玄関前、相
談者の列は引きも切らず・・・（嘘）。開始早々
数人が入れ替わり来訪したのは驚いたが、結
局午前の部の６人きりで、後は閉幕まで待機
しっぱなし。その間失敗談やらバカ話に花を
咲かせた。
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防府会場
防府支部企画委員　阿川哲雄

日　時　　令和元年９月１日（日）
　　　　　午前９時～午後３時
会　場　　サンライフ防府２階
相談員　　午前４名、午後４名
相談件数　４件

　当日は午前中から雨が降っていたこともあ
り、来場者が少ないことが心配されました。
しかし結果としては、午前中２件、午後２件
の相談があり、いずれも雨の降る中わざわざ
来場されただけあって、中身のある相談内容
でした。

　相談内容は以下の通りです。
①　 共同相続人が元気なうちに土地の相続登

記をして名義を単独所有に変えたい。ど
のような書類・手続きが必要で、また費
用や手続き日数はどれだけかかるか教え
て欲しい。

②　 両親所有の土地の隣接地との境界につい
て、隣接地所有者とハウスメーカーが立
会を求めてきたが、隣地の所有者とは「建
物の屋根の軒先が越境している」他の理
由で、折り合いが良くないが立会に応じ
るべきか否かアドバイスが欲しい。

③　 国土調査の座標値をもとに、土地の境界
の争いを15年以上してきた。調停・訴訟・
上告を弁護士に、防府市・山口市・周南
市の何人もの調査士に測量を、それぞれ
依頼したが、結果的に私の主張が認めら
れず納得できない。私の主張を聞いたう
えで意見が欲しい。

④　 昭和44年の国土調査で、分間図と違う形
状の14条地図が作成されてしまった。以
来、調停・ADR・筆界特定・訴訟準備
などを弁護士・調査士に依頼して相手方
と話をしてきたが、相手方は14条地図の
形状を主張し応じてもらえない。法律相
談や法テラス等あらゆる努力をしてきた

が、地図の訂正には至っておらず、40年
以上悩んでいる。

　
　①の相談については権利に関する登記につ
いて相談だったため司法書士資格を有する会
員とともに対応し、相談者も満足された様子
でした。
　②から④の相談についても、相談員のアド
バイスにより、一応納得して帰られた様子で
した。
　防府支部は経験豊富なベテラン調査士と、
比較的経験値の浅い調査士が２人１組で相談
に対応するため、相談の内容に対してベテラ
ン調査士がどのようにアドバイスされている
かを新人調査士が学ぶことが出来ます。
　私自身、今回の相談会で先輩調査士と相談
者に対応することで、「有資格者は信頼され
ることが大事なのだ」と再認識しました。次
回は相談に対するより的確なアドバイスが出
来るよう精進したいと思います。
　今回は、あいにくの雨で、相談件数は多く
はなかったですが、相談の合間に会員間で日
常業務についての情報交換や親睦がはから
れ、有意義な一日だったと思います。
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山口会場
山口支部理事　石川慎

　「杭の日」の無料相談会を本光会員と、９
月２日（月）午前９時から午後３時まで「山
口県土地家屋調査士会館」にて行いました。
　会館に到着後、資料に目を通し綿密に打ち
合わせをし、相談者をお待ちしました。
　無料相談には何度か参加した事があり、忙
しい印象を持っていましたが、午前の相談者
は０名でした。午後に入り、相談者を待ちま

したが、今回は０名でした。
　多くの時間、調査士会の事務員及び本光会
員と今後の調査士の展望等の話をし、時間の
過ごし方としては有意義でしたが、０名とは
個人的に驚きでした。
　次回、受け持つ時は、多くの相談者から相
談を聞きたいと思いました。
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宇部会場
宇部支部企画委員　村田淳

令和元年９月１日
フジグラン宇部
宇部市明神町３丁目１－１
10：00～15：00
相談委員　午前　４名　午後　４名　計８名
相談者　　午前　６名　午後　４名　計10名
相談件数　午前　５件　午後　３件　計８件

　相談会場は、宇部市の郊外に位置する商業
施設・フジグラン宇部の、特に人の往来の多
い１階の中央スペースに設置しました。夏休
み最後の休日ともあり、雨天にもかかわらず
大勢の方でにぎわう店内で、午前の部と午後
の部にそれぞれ４人、計８名の会員が８件10
名の相談に対応しました。相談者の中には、
通りすがる際にこちらに関心を寄せられてい
る様子であったため、相談員がお声がけした
ところ、席に着かれた方もいらっしゃいまし
た。相談内容は、すべてが不動産に関連して
おり、概ね調査士業務に係るものでした。

相談の内訳

１．未登記建物の登記に関する件
２ ．隣地の方が測量を行われた際に、自己所

有地の測量も依頼しようとしたところ、高
額な費用が掛かると言われたので躊躇して
いる件

３．土地の斡旋に係る件
４．不動産の名義に関する件
５ ．畑の一部が通路として使用されており、

どのようにすればよいかという件
６．土地の処分に関する件

７ ．隣地との境界が不明であるため、境界確
認をしたい件

８ ．地籍調査実施地区内における筆界未定の
解消に関する件

　相談のうち、関連資料の精査・現地探査し
た上で回答すべき案件もあり、この件は個別
対応をお勧めしました。中には、他業種に専
属する内容もあり、連携した相談会を実施す
ることも視野に入れることが必要かと思いま
した。相談者の年齢は59歳から80歳、平均年
齢は71歳（中央値74歳）で比較的高齢の方が
多いようでした。誘引された広告媒体には市
の広報、ポスターがあり、市役所の窓口で紹
介されたというものもありました。概ねの相
談者は、満足して席を後にされたご様子でし
た。
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下関会場
下関支部企画委員　中川秀幸

日　時　 令和元年９月２日（月）
　　　　午前９時から午後３時まで
場　所　下関市役所新館１階ロビー
相談員　午前２名　午後２名
相談者　午前１名　午後２名

　毎年恒例の「杭の日」無料相談会を下関市
役所１階ロビーにて行いました。残暑厳しい
中、来庁者もまばらではありましたが、午前
中に土地の売却についての相談が１件、午後
からは地籍調査の実施予定地についての相談
が１件、不動産売買後の所有権移転登記につ
いてと市道内民有地についての相談が１件
と、「杭の日」無料相談会を１日実施し、相
談が計３件という結果でした。
　私が担当した午前の１件の相談者について
は、土地の売却をしたいが売却するにあたっ
て費用がどのくらいかかるか知りたいとのこ
とでしたので、土地の測量にあたっては見積

りをしないと簡単には金額が出ないことを回
答し、相談者の近くの土地家屋調査士に相談
すること、また測量以外の費用については不
動産業者に相談することを伝え相談終了とな
りました。
　午前の相談者は市報紙を見て相談に来たと
のことでしたが、午後からの相談者２名につ
いては市役所に来た方の中で無料相談会の看
板等を見て立ち寄られた方でした。今回も市
報紙に無料相談会開催を掲載しましたが、あ
まりＰＲ効果がなかったのが残念でした。
　以上にて無料相談会の報告となりますが、
これからも無料相談会に参加して、より多く
の方に土地家屋調査士業務を知っていただく
と同時に、土地家屋調査士として市民の皆様
の、表示に関する登記や境界に関する悩みを
解決できる一助のお役に立ちたいと思いま
す。
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山口法律関連士業
ネットワーク 山口法律関連士業ネットワーク定期大会報告

広報部長　白石龍二
　令和元年度定期大会、講演会及び懇親会が、
山口県弁護士会の引き受けにより下記の通り
開催されました。調査士会からは、杉山会長、
井上副会長、乗川副会長、大來副会長ほか３
名が出席しました。講演会には他に９名の参
加がありました。
１、日　　時　　令和元年７月24日（水）
　　　　　　　　午後４時開催
２、場　　所　　「ユウベルホテル　松政」　
３、定期大会
４、講 演 会　　 講師
　　　　　　　　早稲田大学大学院法務研究科
　　　　　　　　　教授　山野目　章夫　氏
　　　　　　　　演題
　　　　　　　　　『債権関係規定の見直し』
　　　　　　　　　　 ～それでどうなる“売

消賃”、そしてどうな
る不法行為～

５、懇 親 会
　定期大会は、平成30年度の事業報告及び決
算報告、令和元年度の事業計画、収支予算案
の報告があった。質疑等は出ず、恙なく終わ
りました。
　つづいて、講演会が開催されました。調査
士会の研修にも講師として来て頂いた山野目
先生に、民法改正のお話をして頂いた。旬な
題目でもあり、多方面の方々が出席されてい
ました。山野目先生らしい、内側からのお話
をして頂き、参加された方は、とても興味深
く耳を傾けておられました。
　最後に多数のご来賓と山野目先生も出席さ
れ、懇親会が行われた。参加された方は、ご
来賓の方や、山野目先生、他士業の方々と交
流を深め、和やかに歓談されていました。
　以上簡単ではございますが、山口士業ネッ
トワーク定期大会の報告とさせて頂きます。
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　令和元年７月31日の水曜日、『全国一斉　
不動産表示登記無料相談会』が山口県土地家
屋調査士会の会館で開催され、相談員として、
山口地方法務局登記部門登記調査官の大田嘉
勝様、山口県土地家屋調査士会からは乗川慎
二副会長、白石龍二常任理事、伊藤正典理事、
吉村憲和理事の計５名が対応致しました。
　相談会は全国の土地家屋調査士会が一斉に
行う相談会で、今回で10回目の開催となりま
す。市報やフリーペーパー等への広告が掲載
を行い、午前中に３組、午後に２組の相談者
が来場及び電話にて登記に関する相談をされ
ました。
　相談内容に関しては、合筆登記に関する事
項、境界問題に関する事項、筆界特定に関す
る事項、建物の登記手続きに関する事項と
様々な相談内容でした。
　相談者の方は県央部の方が中心でした。多

くの市民の皆様に、土地家屋調査士の仕事を
知ってもらい、市民の皆様に役立てる活動を
行うために山口県全体にどこまで告知ができ
たのか、相談会場が適正だったのか等、課題
を次に活かしていきたいと思います。
　相談会には法務局の登記調査官の大田嘉勝
様にも参加していただき、法務局の視点で相
談内容に対応をしてもらい、相談者の方には
法務局という役所を知ってもらう機会となり
ました。また、相談員として同席をしていた
だき多方面からのアドバイスをお聞きするこ
とができました。日常業務では経験できない
良い刺激となりました。この経験を業務に活
かしていきたいと思います。
　最後になりますが、職務中にも関わらず、
相談員として協力して下さった山口地方法務
局の皆様、関係者に感謝を致しまして、相談
会の報告とさせて頂きます。

　

第10回　『全国一斉不動産表示登記無料相談会』の報告
広報部理事　吉村憲和
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各部紹介

総　務　部

左から　 大來博康副会長、米原太一部員、周原稔部長、
　　　　西村暢夫部員、杉山浩志会長

　広報部として３期６年間お世話になりました
が、今期から総務部長をさせていただくことに
なりました。相談苦情への対応等、又今期は要
覧の改訂など多岐にわたる総務活動の中、初め
て経験することばかりで心が引き締まる思い
と、不安が交錯しています。
　大來総務担当副会長はじめ西村理事、米原理
事という強力メンバ－に加え、引続き事務局の
方々のサポ－トを仰ぎながら、風通しの良い総
務部をめざしながら会務に全力投球していく覚
悟です。２年間よろしくお願いします。

（周原常任理事より）

財　務　部

左から　杉山浩志会長、林洋子部員、原田英樹部長、
　　　　乗川慎二副会長

　今期財務部は、乗川担当副会長のもと、原田、
林２名で運営して参ります。
　山口会の収入は、皆様からお預かりする会費
等で運営されています。収入と支出のバランス
の取れた予算の計画と執行を行います。
　各事業においても計画的で優先性・効率性に
配慮した執行がなされるよう各部と連携し運営
して参ります。特に、今後会員数の減少に伴う
会費収入減が予想されるため、それに対応する
会務運営を検討して参ります。
　２年間よろしくお願いいたします。

（原田常任理事より）

業務部・社会事業部

左から　井上哲也副会長、小原秀夫部員、山根克彦部員、
　　　　大下竜司部長、中川秀幸部員、杉山浩志会長

　今期から部長をさせていただくことになりま
した大下です。前期は総務部で未経験の業務部・
社会事業部、しかも部長となり戸惑い気味です
が、大黒柱の井上副会長、頼りになる小原理事、
体も心も大きい山根理事、しっかりしている中
川理事と協力して会務に取り組んでいきます。
よりよい研修会等を行えるように努力していき
たいと思いますので、２年間よろしくお願いい
たします。

（大下常任理事より）
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広　報　部

左から　吉村憲和部員、白石龍二部長、乗川慎二副会長、
　　　　伊藤正典部員、杉山浩志会長

　今期広報部は、乗川副会長のもと、伊藤理事、
吉村理事、と私白石が行うこととなりました。
　業務関係しか行っていないため少々不安があ
りますが、前広報部長の熱い想いを引き継ぎ広
報活動を行って参ります。また、来年は土地家
屋調査士制度制定70周年も控えています。
　「杭を残して、悔いを残さず」ではありませ
んが、記憶に残る周年事業が出来ればと考えて
おり、会員の皆様の協力が必要です。ぜひ、広
報部にお力添えを頂きたいと思います。
　２年間宜しくお願いします。

（白石常任理事より）

境界問題解決支援センターやまぐち

左から　林弘運営委員、大田浩治センター長、
　　　　浦井義明副センター長、山根克彦運営委員

　当センターは、本年４月に法務大臣認証を取
得したことにより、境界に関連する相隣関係の
トラブルも取り扱えるようになり、一般の方か
ら寄せられる様々な境界問題に随時対応してい
ます。法務局・弁護士会との三者合同による無
料相談会「境界問題相談所」も偶数月に１回、
山口地方法務局等で開設します。詳しくは事務
局にお問い合わせください。境界問題への対処
に役立つ研修会も実施します。奮ってご参加く
ださい。

（大田センター長より）

財産管理人支援センター

左から　杉山浩志会長、瀬口潤二運営委員長、
　　　　山根克彦運営委員、大來博康運営副委員長

　財産管理人支援センターは、第69回定時総会
後、準備委員会と出発し、平成30年２月13日理
事会において諸規則を決定され正式に活動を開
始しているところです。
　準備委員会では、すでに、財産管理人候補者
を募集するとともに、応募された20人を超える
候補者の名簿を作成し、弁護士との連携を進め
ているところですが、家庭裁判所へ管財人候補
者名簿提出するにあたり、候補者のスキルアッ
プや、土地家屋調査士がこの分野への参加の意
味を官公署や県民に広く周知するための取り組
みを進めていきたいと思っています。
　特に、ADR法の大臣認証を取得した境界問
題解決支援センターとの連携を進め、社会的要
望に応えるシステムを作り上げ、全会員の業務
が円滑に進んでいく方向を目指して頑張ってま
いります。会員各位の温かいご協力ご支援をお
願いします。 （瀬口運営委員長より）
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山林地図検討委員会

左から　山﨑耕右アドバイザー、井上哲也委員長、
　　　　渡邉英雅副委員長、古江直樹委員

　昨年度までに山口県内に存在し、データの収
集が可能な絵図につきましては、ほぼスキャニ
ングが完了しており、会員の皆様方から申請が
なされました絵図情報につきましては公開をし
ておりますが、絵図の情報量が絶対的に少なく
会員の皆様方のご期待に添えないことも多いの
が現状です。山林絵図の情報がございましたら、
ご連絡を頂ければ、引き続き絵図のスキャニン
グを行う予定です。
　又、既に御案内はしておりますが、山口市の
一部につきましてはＫＭＬデータを公開してお
ります。
　最終的には山口県内の全てに於いて、グーグ
ルアースにて山林地番の位置の特定をするうえ
での参考資料となるシステムを構築してゆく予
定です。
　ご覧になられていない会員の方は、下記の要
領にて、御確認下さい。

　山口県土地家屋調査士会→会員専用→山林地
図検討委員会→ＫＭＬデータダウンロード→山
口市

（井上委員長より）

監　　　事

左から　横山好信監事、川口寛司監事、龍角信夫代表監事、
　　　　杉山浩志会長
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会員氏名　小
こ

原
はら

秀
ひで

夫
お

Ｑ． 家族構成・（事務所のスタッフ）について教えてください。
　私、妻、母（97歳）の３人＋黒猫（フク）で暮らしています。
　事務所スタッフは、私、妻を含め４名（平均年齢は66歳強）

Ｑ． 事務所の所在地について教えてくだ
さい。

　柳井駅より徒歩10分の場所に、私の開発
計画をした団地に20年前自宅を新築し、約
15年前にリビングに事務所を移転して現
在に至っています。

Ｑ．調査士になったきっかけは？
　設計事務所を開業するのが夢で29歳で
一級建築士になり、設計事務所の収入は安
定しないので、不遜な動機で土地家屋調査
士の試験を受け34歳で合格し独立しまし
た。
　事務所から、土地区画整理士１名・司法書士１名が合格されました。
　　土地家屋調査士事務所
　　土地家屋調査士・土地区画整理士・１級建築士事務所
　　司法書士事務所
　としてそれぞれ独立して活躍され、私の役目も終わりに近づいています。

Ｑ． 趣味・特技・自慢・（最近はまっていること）などについて教えてください。
　趣味・特技・自慢できることは、まったくありません。

Ｑ．調査士業務の中で一番印象に残っていることは？
　大竹市の山中を補助者と測量に行き、休んでいる時に補助者の股のすぐ下に、マムシがとぐ
ろを巻いていたので、補助者をゆっくりと立たせ急いでその場を移動し難を逃れました。

事務所外観

事務所紹介事務所紹介 小原秀夫　事務所
柳井市新庄3020番地15

岩国支部
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Ｑ．座右の銘、好きな言葉、尊敬する人物等について教えてください。
　素直に悔いのない人生を送りたいです。

Ｑ．調査士として、これだけは譲れないポリシーやこだわりはありますか？
　依頼内容及び調査資料を多角的に検討し、大胆に仕事をする。
Ｑ．休日の過ごし方について教えてください。
　若いときは、１年中仕事をしていましたが現在は高齢により、一ヶ月に１回の休日に美術館
を巡るのが楽しみです。
　７月は、温泉津温泉に一泊して石正美術館に行ってきました。温
泉津温泉の湯は、今までで最高の湯でした皆さんも一度はつかって
みてください。

Ｑ．将来のビジョンについて教えてください。
　64歳になり、記憶力もなくなり仕事でお客様に迷惑をかけないよ
うにリタイヤする時期を考えています。
　現在の予定は、妻が年金取得時（私が約67歳）になれば、無税の
退職金で自宅をリフォームして、夫婦の年金で老後をエンジョイす
るのを楽しみにしています。
　若い会員さんは無税の退職金制度がありますので、早い内から老
後の備えを準備していてください。

Ｑ． 使用している光波、測量ソフト等を教えてください。
又、その良いところは？

　３次元ソフト　　　　　ArchCAD
　２次元ソフト　　　　　PHOTRON
　測量ソフト　　　　　　トリンブル
　トータルステーション　トリンブル

私の机より事務所内

私の机

玄関
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会員氏名　篠
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田
だ

智
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昭
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Ｑ． 家族構成・（事務所のスタッフ）について教え
てください。

　妻（53歳）、長女（32歳）次女（23歳）三女（19歳）
長男シュリー（７歳　トイプードル）です。
　長女は東京在住、次女は宇部在住で大学院生、三
女は東京在住で今年明治大学法学部に入学したば
かりです。
　現在は妻と長男シュリーの、２人と１匹で暮らし
ています。
　長男シュリーは競艇選手を引退した年に娘たちにせがまれて飼うようになった犬です。
　事務所スタッフは、妻が週の半分手伝いをしている程度で基本的には一人です。補助者を雇
う踏ん切りがつきませんね。
　後、土日限定で測量コンサルの人が来ています。（現場のみ）

Ｑ．事務所の所在地について教えてください。
　防府駅から徒歩３～５分位の位置にあります。以前は吉野家の牛丼の裏といえば大体の人が
分ってくれましたが今は吉野家の牛丼が移転したため説明が難しくなりました。取引先の物件
で防府に事務所移転する際、非常に安く貸して頂き今も事務所としています。

Ｑ．調査士になったきっかけは？
　前職である競艇選手時代に、40歳を過ぎて成績も下降しそろそろ引退後について考え始め資
格でも取ろうと思い、ユーキャンだったと思いますが、広告に記載の資格を消去法で消してい

事務所紹介事務所紹介 篠田智昭　事務所
防府市八王子一丁目28番２号

防府支部
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って最後に残ったのが土地家屋調査士でした。もちろんどのよう
な仕事かは知りません。因みにユーキャンの講座は取っていませ
ん。（ユーキャンで受かると思えないので）(^_^;)
　レース場の宿舎にまで問題集を持って行って勉強し、引退後２
年掛かってようやく合格できました。都合４年かかりました。

Ｑ．趣味・特技・自慢・（最近はまっていること）などについて教えてください。
　趣味といえるものは、ゴルフしか無いです。
　ベストスコア　80　（38　42）最近は100前後ですが・(笑´∀｀)
　ゴルフを始めて10年目にホールインワン（徳山カントリー）し、20年目に２回目のホールイ
ンワン（厚狭ゴルフ）を達成しています。徳山カントリーの看板に名前が乗っているのが唯一
の自慢です。
　当時はキャディー付でラウンドしていたので、２回ともホールインワン保険を頂きました。(^_^)v

Ｑ．座右の銘、好きな言葉、尊敬する人物等について教えてください。
　往く道は精進にして、忍びて終わり、悔いなし
　故・高倉健の座右の銘ですが、「たとえどんな苦難にあおうとも、決して後悔はしないであろう」
という意味だそうです。選手時代、この言葉を聞く以前から後輩によく聞かせた言葉が「反省
はするが後悔はしない。」という言葉でした。まさに自分の考え方にぴったりな言葉と思います。

Ｑ．休日の過ごし方について教えてください。
　休日がありません。最近は好きなゴルフも仕事のうちになってしまっています。

Ｑ．これからの調査士に望むことはありますか？
　特にないです。
　　
Ｑ．使用している光波、測量ソフト等を教えてください。又、その良いところは？
　CAD、電子平板　　　　　アイサン　インフィニティ
　トータルステーション　　ソキア　IX-505
　GPS　　　　　　　　　　ソキア　GCX２（共同所有）
　良いところ
　自動追尾なので、一人でも測量が出来ること。
　電子平板なので、現場でほぼ、図面の作成が完了すること。

Ｑ．今後の意気込みを教えて下さい。
　「三流は逆境に､弱音を吐き、一流は逆境に､可能性を語る」
　これからの人生もかくありたいと思います。

選手時代のヘルメットとプロペラ
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親睦クラブの活動 第1回山調ゴルフ同好会コンペ
ゴルフ同好会　益田正規

　平成に終わりを告げ新たな時代を迎えよう
とする平成31年４月27日（土）宇部72カント
リークラブ阿知須コースにて「第１回山調ゴ
ルフ同好会コンペ」が開催されました。
　ゴルフ同好会発足後の初めての活動となる
ため、全てが手探り状況で不安を抱えながら
の船出となりましたが、会員総数16名のうち
11名の参加があり晴天に恵まれたおかげで、
無事にコンペをスタートすることが出来まし
た。
　阿知須コースはロングホールが５ホールあ
り、比較的距離も長く飛ばし屋に有利な男性
的コースです。コンペは新ペリアのハンデ方
式で順位を決定するため、誰にでも優勝する
チャンスはあります。参加者のゴルフ歴は
様々、月２～３回ラウンドする方からゴルフ
を始めてまだ１年足らずの方、中には何十年
ぶりにクラブを握った方まで。果たしてこの
コースを攻略し優勝トロフィーを手にするの
は…。

　誰もが優勝目指して元気よく笑顔でスター
トしていきました。前半の９ホールが終った
時点で昼食を取りながら、みんなでスコアを

確認し優勝の行方を予想したり、誰々には負
けられん！と闘志を燃やす方も。約１時間の
休憩後、後半戦のスタートです。しかし後半
にもなると日頃の運動不足の影響か、はたま
た食べすぎか、やる気はあるものの思いとは
裏腹にボールがあっちに行きこっちに行きす
る人が続出。ラウンド中の移動はもっぱら電
動カートですが、上手く打てないと意外とカ
ートに乗ることができず、１ラウンドで
10km近く歩くこともしばしば。18ホール回
り終えたころにはもうヘロヘロ。OB、池ポ
チャ、バンカーは当たり前、ナイスショット
に一喜一憂しながら笑いあり涙ありの楽しい
ラウンドとなりました。
　その日の夜、山口市の湯田温泉にて成績発
表を兼ねて懇親会を開催しました。皆さんの
気になる成績や優勝の行方は？というと、グ
ロススコアは99から136までと幅広く、優勝
はネットスコアで77.8を叩き出した周南支部
の川口会員でした。おめでとうございます。
次いで２位に周南支部の乗川会員、３位に山
口支部の益田が続きました。ちなみに、上位
入賞者のグロススコアはというと…！？恥ず
かしくて言えません…。その他、ブービー賞、
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ドラコン賞、ニアピン賞などの各賞もあり、
楽しいひと時はあっという間に過ぎ、懇親会
も大盛況のうちにお開きとなりました。
　ゴルフは人を相手にするのではなく自分と
自然に向き合うスポーツです。また、年齢に
関係なく共通の話題で会話もできるため、誰
とでも仲良くなることができます。この日も
一緒にラウンドするのは初めてというメンバ
ーが大半でしたが、皆すぐに打ち解けて楽し
い１日を過ごすことができました。ここがゴ
ルフの魅力の１つです。もちろん、良いショ
ットが打てた時の気持ち良さと言ったら半端
ないことは想像できると思います。

　ゴルフ同好会を立ち上げてからもうすぐ１
年を迎えますが、まだまだこれから会員数を
増やしていきたいと考えております。現在ゴ
ルフをしている人はもちろん、昔やってたけ
ど最近クラブを握ってない…、今からゴルフ
を始めたいという方も大歓迎です。同好会へ
参加をご希望の方は本会事務局まで連絡をお
願いします。
　最後に、第２回山調ゴルフ同好会コンペを
令和元年11月３日（日）玖珂郡和気町の和木
ゴルフ倶楽部にて開催することをご案内いた
しまして報告とさせていただきます。

　



40

No.132− 2019.9

『馬関まつり』に参加して
祭り同好会　百合野崇

　８月24（土）、25（日）に下関市の海峡ゆ
めタワー周辺で開催された、第41回馬関まつ
りに、祭り同好会として出店しました。馬関
まつりは「平家踊総踊り大会」「関門よさこ
い大会」「朝鮮通信使行列再現」等、多数の
イベントがあり、山口県最大級の祭りとして
盛大に開催されました。『馬関』とは、下関
市の古称である赤間関の「赤間」の「間」の
字を「馬（ま）」の字にかえて「赤馬関」、そ
れを略称して『馬関』となったそうです。
　さて、まつり同好会の出店の内容ですが、
同好会メンバーで、暇な時間帯に簡単なバー
ベキューにより親睦を図り、メンバーで出資
し購入した「山口県土地家屋調査士会」のロ
ゴが入ったテントを使用し、綿菓子と光るお
もちゃを販売メニューとし営業しました。同
好会メンバーの日頃の行いが良いのでしょ
う、両日とも天気に恵まれました。それどこ
ろか、日暮れになると少し肌寒い位の天候で
した。いつも悪天候が多い馬関まつりですが、
今年は両日とも天候に恵まれたこともあり来
場者は近年で一番多かったように思えます。
　私個人としては、今年も・・・綿菓子作り
にチャレンジしました。綿菓子の注文を受け、

綿菓子機の前に腰を据え、割り箸に綿を巻き
つける、綿を巻きつける、綿を……。なかな
か綿が上手く割り箸に巻きつきません。どん
なに頑張っても綿菓子が上手く作れないので
す。私は注文した少年の心配そうな顔や綿菓
子待ちの行列のプレッシャーに負け、綿菓子
作りを断念。すぐに綿菓神（ワタガシン）と
称される、八田先生と交代しました。二日目
も懲りずにトライしたのですが、やはりすぐ
に断念。もう一人の綿菓神である山田先生に
交代するという醜態をさらけ出してしまいま
した。
　光るおもちゃのほうは、夜になると光るお
もちゃに吸い寄せられた子供たちに売れに売
れ、売り子である清水浩二先生、清水皓太先
生の親子元気パワーと阿部先生の怪しい？笑
顔で、ほぼ大量購入した光るおもちゃも完売
となりました。
　今回、売り上げ自体は過去最高を記録しま
したが、モノを売るということの大変さを痛
感させられる二日間となりました。また、こ
の二日間で同好会メンバーとより一層の親睦
を深められたと思います。メンバーの皆様大
変お疲れ様でした。
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会員の作るページ

　「なるほどそう言うことなのか」この度、講座資料を整理、資料の追加をする過程で、少なか

らずの興奮を覚え、終わってみると眼から鱗
4 4 4 4

となった自主講座の報告をします。

　その自主講座とは、平成31年２月23日（土）、岩国市民文化会館で、古希を迎えようとする浦

井義明を講師として、会員有志９名に限定したもので

──────────────────────────────────────────

視点と立場を変えて　

「地籍調査の歴史、関係法令の変遷とその読み解き方
0 0 0 0 0

」

　　　　　　　　　　　　　　　　さらにその先を読む

──────────────────────────────────────────

と題する、調査士会の研修会ではない、有料の自主講座でした。  

【そもそも】

　そもそもは、昭和60年、平成８年と過去２回、同様の自主講座を開催した経緯があります。そ

の後の状況の変化と新人調査士からの強い要望に応えて、この度で３回めとなる、地籍調査に

関する自主講座を開催したものです。

【表題の変遷】

　過去２回の自主講座は、主に地籍調査の流れと実態を学ぶもので「地籍図ができるまで、で

きた地図の扱い方」と題したものでした。

　この度の自主講座の表題のうち「視点と立場」とは、地籍図の作成者（行政）、保管運用者（法

務局）、利活用する者（土地家屋調査士）の視点と立場です。それぞれを対象に合計３回行いま

した。

　「さらにその先」とは、国の基本方針たる法令、政令の変遷から、国土調査事業が、10年後、

20年後の我々の業務に及ぼす状況を読み解くことです。

【目的】

　この自主講座は、国策としての国土調査の歴史、流れを理解し、調査士業務のとりわけ地図、

境界に関する諸問題に対処するための理論武装を目的にして、改めて地籍調査の概要から実例、

運用、課題を学習することとしたものです。

　受講者は、事前学習を義務づけられた手ごわい宿題を学習する過程で、国土調査法、不動産

登記事務取扱手続準則、地籍調査作業準備規程及び同運用基準の理解が深まり、日常業務にお

ける、主に地図、境界に関する諸問題の解決の糸口がつかめたものと自負します。

「地籍調査の歴史、関係法令の変遷とその読み解き方
0 0 0 0 0

」
岩国支部　浦井義明
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【宿題】

　それでは、その宿題とはどのようなものか見てみよう

①地籍図と地図に関する、関係法令の主要な改正とその内

容、趣旨を述べよ

　関係法令とは、主に「国土調査法」先の「登記準則」「地

籍準則」並びに、政令、省令である。

　この関係法令を、地籍調査実施一覧表に、単に時系列、地

域別、内容別に記入しただけのものが右図で、意外や意外、

本自主講座の目玉、お宝、垂涎ものとなった。

　以下の宿題は、右表に記載の流れと目的、趣旨、内容を

学習・理解する事によって容易に解けるものです。

②地籍図上の境界は不登法第123条の筆界であるや否や。

　　　　　地籍図上に表示された境界の法的位置づけを問うものである。

③誤差の限度（国調施行令別表第五）の詳細なる説明 を求める。

　　　　　誤差の意味と、誤差の限度、精度区分と縮尺の決め方を理解する。

④位置誤差とは、何と何の誤りの差か。

　　　　　誤差について、処理を誤った例、誤ってない例で事例検討をする。

⑤復元測量の復元とは”何”を復元しているのか。

　　　　　元に戻すことである復元測量の元とは何？、えっ境界を復元しているの？

⑥地籍図に記載の基準点及び界標の表示の意味と取扱の変遷について

　　　　　地籍図上の記号の読解力（例） ・△ ○・  ▽ ○－  ○－ ＋ □・ ○× ○、PP、石、etc 

⑦地積測定の方法（過去と現行地籍調査の）を問う。

　　　　　意外な地積測定の方法。地積に重きを置かなかった地籍調査

⑧いわゆる「筆界未定」の意味と実態を問う

　　　　　いつ頃から筆界未定と言い始めた。境界未定では？、14条地図の規定外？

⑨岩国市内の地図混乱地域指定の経緯と現状、課題について

　　　　　基準点設置地区と「準ずる地域」の問題点

【財産】

　講座を終わってみると、業務遂行上、事あるごとに参照することにする、総100頁以上になる

地籍調査に関する手引き書が出来上がった。

 以上
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　南日本や南シナ海に分布し、体長は23センチ。頭部は吻部がしゃくれ、えら蓋にも隆起があり、
ゴツゴツした岩のように見え、グロテスクです。沿岸の浅所から水深約200メートルの砂泥底に
生息する。底引網などで漁獲される。
　背びれのトゲには毒があり、販売されるときには、トゲは取り除かれている。
　透き通った身の刺身は、餅のような食感があり、噛むごとに旨味が広がる。
　から揚げも美味だが、骨が多いので、吸物もいいかな。
　漁獲が少なく、養殖も行われている。天然物で1000円から。漢字では、恐ろしく、「鬼虎魚」
と書く。日頃は滅多に食することが無い、高級魚だ。
　普通は暗褐色をしているが、変異で鮮やかな黄金色をしている、縁起が良いとされる黄金オ
コゼもいる。
　最後に、私事で恐縮だが、今から５年前に沖合50メートルの岩場付近を泳いでいると、岩場
の窪地に張り付いて動かない、オニオコゼを見つけて、写真を撮り、飽きるほどよく見て、大
変興奮したことを思い出した。

オニオコゼ
萩支部　廣石　勝
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１ ． 会員入会状況

氏
ふ り が な

名
（生年月日）

入　会
年月日 事　務　所 TEL FAX

吉武　正敬
（S43.３.９）

R1.6.10
（再入会）

〒754-0002
山口市小郡下郷1079番地10

（083）
973-0905

（083）
973-0906

２ ． 会員数
　令和元年９月１日現在会員数
　　　　　会員数　216　　　法人数　３

3 ．事務所変更

支 部 氏　名 変　更
年月日

変　更　後
事務所 ＴＥＬ ＦＡＸ

周 南 藤本　栄子 R1.6.1 〒745-0122
周南市大字須々万本郷262番地の18

（090）
1790-4545

（0834）
88-0307

岩 国 山本　　裕 R1.9.2 〒740-0023
岩国市川下町二丁目11番23号-102号 － －

4 ．TEL・FAX等変更
支 部 氏　名 変　更　事　項 変　更　後
下 関 勝又　　都 ＦＡＸ 020-4668-3232

事務局だより 会員異動状況

会務報告
開　催　日 会　　　務 場　　所

５月７日（火） 周南支部総会 周 南 市
５月８日（水） 第１回境界問題解決支援センター運営委員会 調 査 士 会 館

５月10日（金） 萩支部総会 萩 市
山口支部総会 山 口 市

５月11日（土） 下関支部総会 下 関 市
５月17日（金） 宇部支部総会 宇 部 市
５月23日（木） 定時総会打合会 調 査 士 会 館

５月24日（金） 第72回定時総会 山 口 市
「境界問題解決支援センターやまぐち」認証取得記念講演会 山 口 市

５月25日（土） 行政書士会定時総会 山 口 市
司法書士会定時総会 山 口 市

５月27日（月） 中国ブロック協議会監査会・役員会 調 査 士 会 館
５月28日（火） 正副会長会議 調 査 士 会 館
５月30日（木） 弁護士会役員披露 ・ 関係団体交流会 山 口 市

６月１～３日（土～月） 土地家屋調査士新人研修 東 京 都
６月３日（月） 士業ネット理事会 山 口 市
６月７日（金） 社労士会通常総会 山 口 市



広報部より

編集後記
　今回、初めて広報に関わらせて頂く事になりました。今まで記事の投稿はございましたが、自
分が広報を編集、校正する立場になるとは思ってもいませんでした。広報は会員相互の交流や情
報交換の場と考えておりますが、現状のままでいいのか？刷新出来る事はないか？広報の存在意
義、あり方等を広報部と一緒に検討して行きたいと思います。会員の皆様からもご意見等を頂き
ながら、今後も充実した会報にして行きたいと思いますので、引き続き宜しくお願い致します。
 （広報担当副会長　乗川慎二）
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開　催　日 会　　　務 場　　所
６月12日（水） 境界問題相談所開設 山口地方法務局岩国支局

６月13日（木）

第１回財産管理人支援センター運営委員会 調 査 士 会 館
登録証交付式 調 査 士 会 館
第２回理事会 山 口 市
支部長会・選挙管理委員会 山 口 市
役員合同会議 山 口 市

６月18・19日（火・水） 日調連定時総会 東 京 都
６月25日（火） 第２回境界問題解決支援センター運営委員会 調 査 士 会 館

６月28・29日（金・土） 中国ブロック協議会第62回定例総会 松 江 市
６月29日（土） 中国ブロック協議会担当者会同 松 江 市
７月２日（火） 第１回山林地図検討委員会 調 査 士 会 館
７月３日（水） 第１回総務部会 調 査 士 会 館

７月５日（金） 第１回広報部会 調 査 士 会 館
不動産研究会研修会視察 山 口 市

７月９日（火） 第１回業務部会 調 査 士 会 館
７月12日 （金） 第２回財産管理人支援センター運営委員会 調 査 士 会 館
７月17日（水） 不動産研究会研修会視察 山 口 市
７月19日（金） 中国ブロック役員会議 広 島 市

７月19～21日（金～日） 令和元年度ＡＤＲ特別研修　基礎研修 岡 山 市
７月24日（水） 山口法律関連士業ネットワーク定期大会 調 査 士 会 館

７月27・28日（土・日） 中国ブロック協議会事務局職員情報交換会 松 江 市
７月31日（水） 全国一斉「不動産表示登記無料相談会」 調 査 士 会 館
８月６日（火） 第２回業務部会 調 査 士 会 館
８月９日（金） 中国ブロック総務担当者会同 広 島 市
８月14日（水） 境界問題相談所開設 山口地方法務局
８月20日（火） 第３回境界問題解決支援センター運営委員会 調 査 士 会 館

８月22日（木） 会報編集会議 調 査 士 会 館
第２回常任理事会 調 査 士 会 館

８月23日（金） 会則105条に基づく協議 調 査 士 会 館
公嘱協会通常総会 山 口 市

８月23・24日（金・土） ＡＤＲ特別研修　集合研修 岡 山 市
８月25日（日） ＡＤＲ特別研修　総合講義 岡 山 市
８月30日（金） 第３回業務部会 調 査 士 会 館
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